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［巻頭特
集］

現場ルポ

25人学級が
2025年度以

降、小学校
の全学年に

広がります
。

県は、21年
度から全国

で初めて公
立小学校の

１年生に2
5人学級を

導入しまし
た。

その後、対
象を順次拡

大し、24年
度には小学

４年生まで
範囲を広げ

ました。

導入後の検
証結果を受

け、25年度
からは５年

生に、

26年度から
は６年生に

も対象学年
を広げるこ

とを決めま
した。

山梨県は、
小学校の全

学年で国の
基準を上回

る学級編制
となります

。

学校の先生
からは「子

どもたちに
きめ細かな

指導ができ
る」

「教師の負
担軽減にも

つながった
」といった

好意的な意
見が寄せら

れています
。

25人学級に
よって、子

どもたちを
取り巻く環

境はどんな
ふうに変わ

ったのか。

学校現場の
リアルな声

をお届けし
ます。

　

韮
崎
市
立
甘
利
小
学
校
。
校
舎
の
窓

か
ら
雄
大
な
富
士
山
の
姿
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
。
１
年
３
組
の
教
室
で
は
、

休
み
時
間
に
子
ど
も
た
ち
が
図
鑑
を
開

い
た
り
、
友
達
同
士
で
は
し
ゃ
い
だ
り

し
て
い
た
。

　

授
業
の
開
始
を
告
げ
る
チ
ャ
イ
ム
が

鳴
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
我
先
に
と
自

席
に
戻
る
。
日
直
が「
起
立
・
礼
・
着
席
」

と
合
図
す
る
こ
ろ
に
は
、
す
っ
か
り
落

ち
着
き
、
教
科
書
や
筆
箱
を
揃
え
、
授

業
の
始
ま
り
を
静
か
に
待
つ
。
２
校
時

は
算
数
の
授
業
だ
。

　

担
任
の
内
藤
好
美
先
生
が「
こ
れ
、

わ
か
る
人
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
は
い
、

は
い
！
」
と
、
子
ど
も
た
ち
は
再
び
元

気
い
っ
ぱ
い
に
手
を
挙
げ
る
。

　

そ
う
し
て
先
生
に
指
名
さ
れ
た
児
童

は
立
ち
上
が
り
、
丁
寧
に
椅
子
を
戻
し

て
黒
板
の
前
に
向
か
う
。
そ
の
間
、
ク

ラ
ス
中
の
視
線
が
彼
女
に
集
中
す
る
。

「
わ
た
し
は
、
こ
う
だ
と
思
い
ま
す
」

　

内
藤
先
生
は
す
ぐ
に
答
え
を
言
わ
ず
、

他
の
児
童
も
指
名
し
て
い
く
。「
違
う

考
え
の
人
は
い
る
か
な
？
」「
他
の
人

は
ど
う
思
う
？
」
代
わ
る
代
わ
る
、
他

の
子
ど
も
た
ち
が
発
言
を
す
る
。「
私

も
同
じ
考
え
で
す
」「
こ
う
す
れ
ば
、

も
っ
と
い
い
と
思
い
ま
す
」
︱
︱
。
友

達
の
発
言
を
受
け
、
ノ
ー
ト
に
答
え
を

書
き
足
す
子
ど
も
も
い
る
。

　

次
の
問
題
に
移
る
際
、「
ぼ
く
、
最

初
か
ら
知
っ
て
た
も
ん
…
…
」
最
後
列

の
児
童
が
ポ
ツ
リ
と
つ
ぶ
や
い
た
言
葉

に
対
し
、内
藤
先
生
は「
知
っ
て
た
ね
」

と
微
笑
み
か
け
た
。

人学級25
全学年に！
を

一
人
一
人
の
個
性
を
育
み

自
立
し
た
学
習
を
支
援
す
る

小学校
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魅力発信動
画で

先生を応援
！

導
入
効
果
が
数
字
に
も
表
れ
る

教
員
不
足
を
ど
う
解
決
す
る
か

小
規
模
校
に
も
充
実
の
支
援
策

　

山
梨
県
は
２
０
２
1
年
度
か
ら
24
年

度
に
か
け
て
25
人
学
級
導
入
の
効
果
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
25
人
学
級
の
導
入

前
後
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
に

か
か
わ
る
意
識
、
学
力︵
対
象
教
科
は

算
数
︶
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を

調
べ
た
も
の
で
す
。

　

す
る
と
、「
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を

言
え
ま
す
か
」「
決
め
ら
れ
た
仕
事
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い
っ

た
自
己
肯
定
感
や
日
常
生
活
に
関
す
る

意
識
調
査
の
多
く
の
項
目
で
、
導
入
後

の
学
級
に
良
い
影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た

︵
図
1
、図
2
︶。
ま
た
、記
述
問
題
の「
無

解
答
率
」、
つ
ま
り
何
も
答
え
を
書
か

　

一
方
で
、
少
人
数
教
育
を
推
進
す
る

に
当
た
っ
て
課
題
と
な
る
の
が
、
い
ま
、

全
国
的
に
も
深
刻
な
教
員
の
不
足
で
す
。

　

か
ね
て
よ
り
、
山
梨
県
内
の
公
立
小

学
校
に
教
諭
と
し
て
一
定
期
間
勤
務
す

る
こ
と
を
条
件
に
、
日
本
学
生
支
援
機

構
の
奨
学
金
の
返
還
金
の
一
部
を
県
が

補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
を
目
指
す
人
に
山
梨
県

の
少
人
数
教
育
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

定
期
的
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
新
企
画
の
魅
力
発
信
動
画
に
つ

い
て
は
、右
下
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

少
人
数
教
育
に
関
す
る
発
信
を
積
極

的
に
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
県
外
で
教

　

現
時
点
で
１
学
年
25
人
に
満
た
な
い

小
規
模
校
に
つ
い
て
は
、
県
の
教
育
課

題
や
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
事
業
な

ど
、
特
色
の
あ
る
教
育
活
動
に
補
助
金

を
支
給
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
自
立
学
習
者
の
育

成
を
目
指
す「
自
由
進
度
学
習
」
②
多

様
な
言
語
や
文
化
に
ふ
れ
る「
外
国
語

教
育
」
③
地
域
の
課
題
解
決
能
力
を
育

む「
探
究
型
教
育
」
④
体
験
を
通
じ
て

な
か
っ
た
割
合
は
、
導
入
後
の
学
級
で

低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
授

業
中
の
教
員
の
丁
寧
な
声
か
け
や
巡
回

指
導
に
よ
り
、
児
童
が
最
後
ま
で
粘
り

強
く
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
が
習
慣
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

25
人
学
級
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

先
生
と
の「
距
離
」
が
近
く
な
る
こ
と

で
す
。
学
習
が
遅
れ
て
い
る
児
童
や
、

生
活
態
度
が
気
に
な
る
児
童
に
対
し
て
、

先
生
の
フ
ォ
ロ
ー
が
よ
り
行
き
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
現
場
か
ら
は
、

物
理
的
な
距
離
が
近
く
な
っ
た
こ
と
で
、

教
室
の
一
番
後
ろ
の
席
で
子
ど
も
が
つ

員
免
許
を
お
持
ち
の
方
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
教
員
が
不
足
す
る
間
は
、

１
ク
ラ
ス
の
定
員
を
国
の
基
準
を
上
回

る
少
人
数
教
育
に
し
た
り
、
ク
ラ
ス
を

増
や
さ
ず
に
教
員
を
追
加
配
置
す
る

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ス
」を
採
用
し
た
り

し
な
が
ら
、柔
軟
に
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

少
人
数
教
育
の
拡
充
に
か
か
る
教
員

の
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
積
立
金
の
ほ

か
、
県
企
業
局
の
経
営
努
力
に
よ
り
増

加
が
見
込
ま
れ
る
電
気
事
業
会
計
の
収

益
か
ら
２
０
２
５
年
度
に
は
７
・
５
億

円
を
増
額
し
て
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
必
要
な
財
源
を
確
保
し
ま
す
。

自
己
肯
定
感
を
高
め
る「
山
村
留
学
・

郷
土
愛
」と
い
う
四
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
=
右
の
表
を
参
照
。
２
０
２
４
年
度

に
は
、
県
内
五
つ
の
町
村
が
本
事
業
に

参
加
し
ま
し
た
。
例
え
ば
外
国
語
教
育

に
取
り
組
む
南
部
町
で
は
、
町
内
の
３

校
が
合
同
で
、
同
じ
学
年
が
一
斉
に
授

業
を
受
け
る「
Ｎ
授
業
」
を
実
施
。
英

語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、
対
話
や
交
流
を
楽
し
み
な
が

ら
体
験
で
き
る
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

ぶ
や
い
た
ひ
と
り
言
に
対
し
て
も
、
反

応
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
声
も
届

い
て
い
ま
す
。
甘
利
小
学
校
１
年
３
組

担
任
の
内
藤
先
生
は
、
こ
う
話
し
ま
す
。

「
過
去
に
、
28
人
の
１
年
生
の
ク
ラ
ス

を
受
け
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
、
い
ま
は
20
人
。
た
っ
た
８
人
の

差
で
す
が
、か
な
り
違
い
ま
す
。
本
当
に
、

こ
こ
に
あ
と
８
人
い
た
の
？
と
思
う
く

ら
い
で
す
」

　

児
童
側
か
ら
見
て
も
、
先
生
に
相
談

を
持
ち
か
け
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
先
述
の
調
査
で
も「
困
っ

た
と
き
に
先
生
や
友
達
に
言
え
ま
す

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
導
入
後

の
学
級
の
ほ
う
が
、「
い
つ
も
」
と
答
え

た
割
合
が
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ

て
い
ま
す︵
図
3
︶。

山
梨
県
の
教
育
に
つ
い
て
広
く
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、新
た
に
動
画

コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
ま
し
た
。

動
画
は
、

①
県
内
教
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、

児
童
・
生
徒
・
学
生
・
地
域
の
方
々
か

ら
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
収

め
た
実
写
版

②
山
梨
県
の
教
育
に
対
す
る
取
り
組

み
や
、先
生
の
働
き
方
・
教
員
選
考

検
査
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
ア
ニ
メ
版

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
に
動
画！

［ 巻 頭
特 集 ］

人学級25 全学年に！
を

自由進度学習
あらかじめ定めた「学習計画表」
に基づいて、ICTを活用しながら
子どもたちが自分のペースで学ぶ
活動を支援します。道志村や鳴沢
村では、大学教授の指導や助言の
もと、子どもたちが自ら問いを発
見し、解決の方法を見出す「学習
者を主体とした授業」の試行・研
究を推進しています。

1

探究型教育
地域に根付く自然・歴史・文化を
活用し、子どもたちが直接見たり、
触れたりする体験を大切にした学
習活動です。地域の課題を解決す
る能力を育み、持続可能な社会の
作り手の育成を目指します。小菅
村では、近隣の山林で暮らす野生
動物を調査し、生態系を考察する
学習を行っています。

3

外国語教育
小学校6年間を通じて外国語を活
用する教育課程を編成したり、学
校生活の中で異文化にふれること
のできる場を用意したりします。
グローバルな視点を持ち、他者を
尊重する心を育めるように、ICT
を用いた外国・他地域との交流活
動も支援しています。

2

山村留学・郷土愛
地域や山村留学生との交流を通し
て、思いやりの心と郷土愛を併せ
持つ子どもを育む教育です。丹波
山村では、保育園・小学校・中学
校が連携して特産品のみそづくり
や伝統芸能に山村留学生と共に取
り組み、郷土愛を育んでいます。

4

小学校

3年生

「自分の良いところを言えますか」という
問いに対して肯定的な回答をした児童の割合

「決められた仕事をしっかりやっていますか」という
問いに対して肯定的な回答をした児童の割合 

「困ったときに先生や友達に言えますか」 という
問いに対して「いつも」と回答した割合

導入前

［図1］

［図2］

［図 3］

導入後

3年生

3年生時に

逆転

79% 74.2%

76.7%

96.2% 99%

97.8% 97.2%
ポイント
-0.6

ポイントの
増加

+2.8

74.6%

1年生

1年生

3年生

55%
50.6%

ポイント
高い

4.4

「令和６年度少人数教育推進検討委員会報告書」を基に作成
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県
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
さ
ら
に
強
靱
化
し
、

山
梨
か
ら
世
界
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
│
│
。

県
は
そ
の
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
7
年
度
当
初
予
算
案
を

2
月
定
例
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
県
民
生
活
強
靱
化
元
年
」と
位
置
付
け
た
令
和
6
年
度
以
上
に
、

県
民
生
活
に
寄
り
添
い
、国
内
外
の
集
合
知
を
活
用
し
て
、

各
施
策
を「
県
民
生
活
強
靱
化
2.
0
」へ
と
昇
華
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
、国
内
だ
け
を
見
て
い
て
は「
持
続
可
能
な
未
来
」を

山
梨
の
子
ど
も
に
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
危
機
感
か
ら
、

各
分
野
の
取
り
組
み
で
目
線
を「
世
界
基
準
」に
上
げ
る
こ
と
を

強
く
意
識
し
た
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
予
算
特
集

豊
か
さ
と

幸
せ
を

追
求
す
る

イラスト：宮野耕治

（端数を処理しているため、
グラフの合計は合いません）

県民生活強靱化2.0予算
「ふるさと強靱化」を土台に、

「開の国」を目指す

億円
一般会計
当初予算額 5,115

「ふるさと強靱化」と「『開の国』づくり」の

取り組みを進化・飛躍

1

人口減少危機対策、水素社会の実現、

国際交流の拡大、新たな挑戦への

支援については積極的に予算計上

2

財政の健全性・持続可能性の確保

3

県債（臨財債を除く）の予算計上と
交付税措置

実質的県負担県債等
残高の推移

財源対策としての
基金取崩額

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%0

100

R3

366

32%

118

R2実績

4,993

R3実績

4,831

R4実績

4,687

R5実績

4,559

R6見込

4,326

R7見込

4,324

R4

393

36%

143

R5.6

36%

172

473

R6

205

485

42%

R7

185

445

41%

R3

145

R4

100

R5
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4000 0
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4200
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予算額 うち交付税措置額 交付税措置率
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防災・減災分を
除く残高

年
連続6 減

　県の負担を最小にする一方で最大の効果を上げられるよう、国の補助金や将来の県の負担が少ない有利な地方債を活用しました。その結
果、県の借金である県債予算のうち国が将来負担する割合は41％と依然高い水準を維持しています。また実質的に県が負担する県債残高（防
災・減災分除く）については6年連続で減りました。こうした工夫で、県の貯金である主要基金から取り崩す額を抑制しました。

「世界基準」の目線と
「県民生活強靱化2.0」への

アップデート

POINT

地方交付税
1,370
（26.8%）地方消費税

清算金
452
（8.8%）

その他の収入
464
（9.1%）

その他の支出
68

（1.3%）

県債
445
（8.7%）

歳入総額

5,115
億円

県税
1,061
（20.7%）

諸収入
822
（16.1%）

国庫支出金
501
（9.8%）

歳出総額

5,115
億円

教育費
926

（18.1%）

公債費
701
（13.7%）

土木費
683
（13.3%）

商工費
659
（12.9%）

民生費
628
（12.3%）

諸支出金
424
（8.3%）

総務費
389
（7.6%）

警察費
240
（4.7%）

農林水産業費
227
（4.4%）

衛生費
172
（3.3%）

豊
か
さ
と

追
求
す
る

「ふるさと強靱化

「ふるさと強靱化」と「『開の国』づくり」の

人口減少危機対策、水素社会の実現、

「ふるさと強靱化」と「『開の国』づくり」の
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県
民
が
安
心
し
て

高
水
準
の
豊
か
さ
や

幸
せ
を
追
求
で
き
る
社
会
へ

ふ
る
さ
と
強
靱
化

災害対応力の強化

PLAN 3

　

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
も
踏
ま

え
て
、
市
町
村
と
共
に
県
内
避
難

所
の
望
ま
し
い
施
設
・
運
営
基
準

を
検
討
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査

・
分
析
を
行
い
ま
す
。

　

発
災
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
外
部
支
援
を
円
滑
に
受
け

入
れ
、
適
切
に
配
置
す
る
た
め
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
乳

幼
児
、
妊
産
婦
ら
要
配
慮
者
を
対

象
に
、
避
難
所
で
福
祉
的
支
援
を

担
う
専
門
チ
ー
ム
に
つ
い
て
、
人

員
確
保
や
実
践
的
な
支
援
力
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

ケアラー支援と
フリースクールの利用助成

PLAN 1

人口減少危機突破へ
スリーアップの好循環を

PLAN  2

「県民生活強靱化2.0」へのアップデ
ート。令和７年度当初予算が目指す
のは、県民の皆さんが安心して高水
準の豊かさや幸せを追求できる社会
への進化です。国内市場が縮小する
現状を踏まえて、目線を世界基準に
上げることを強く意識していきます。
「ふるさと強靱化」が目指す姿の一
つは、将来にわたり安定して利益を
得られる体質を県内の全ての産業に
埋め込み、その利益が個々人に還元
されるサイクルを構築することです。
これにより、皆さんが将来の見通し
に確信と安心を持つことができる社
会づくりを推進します。
　若者が「頑張れば報われる」とい
う実感を持てれば、未来に希望を抱
くようになり、家庭や子どもを持つ
ことで人口減少危機の解消につなが
るでしょう。また、多様化・複雑化
するケアラーへの支援や、災害対応
力の強化といった、生活を取り巻く
不安やリスクを取り除くことにも全
力を挙げます。さらに、水素社会の
実現に向けて、この分野のトップラ
ンナーとして前進します。

　

団
塊
の
世
代
全
て
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
今
年
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援

を
重
点
施
策
に
位
置
付
け
、
介
護

離
職
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

多
岐
に
わ
た
る
支
援
情
報
を
一

覧
で
き
、
生
成
A
I
に
よ
る
相
談

対
応
の
実
証
も
盛
り
込
ん
だ「
ケ

ア
ラ
ー
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

の
運
用
を
４
月
か
ら
始
め
ま
す
。

ま
た
、
ケ
ア
ラ
ー
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
速
や
か
に
享
受
で
き
る
よ
う
、

フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で

支
援
機
関
ま
で
の
つ
な
ぎ
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
伴
走
支
援
体
制
の
予
算

化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
家
族
ケ

ア
の
在
り
方
が
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
中
で
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

を
抱
え
る
家
族
が
大
き
な
負
担
を

抱
え
て
い
る
現
状
が
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
県
内

公
立
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
数
は
２
１
８
９
人
と
、
10
年

間
で
２
・
７
倍
に
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
3
割
以
上
が
何
の
支
援

に
も
繋
が
っ
て
い
な
い
現
状
が
把

握
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
多
様
な
学
び
の
機
会
と
居
場
所

の
確
保
に
加
え
、
家
族
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
市
町
村
と
連
携

し
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用
料
助

成
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
対
策
の
た
め
の

支
援
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
不
登
校
児
童
・
生

徒
を
抱
え
る
家
庭
の
社
会
的
つ
な

が
り
の
回
復
に
必
要
な
施
策
を
検

討
す
る
た
め
の
実
態
調
査
で
す
。

さ
ら
に
、「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」へ
の
不
登
校
児
童

・
生
徒
へ
の
支
援
策
の
追
加
や
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
養
成
・
増
員
を
検
討
し
ま
す
。

　

若
者
た
ち
が「
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
た
い
」
と
思
え
る
た
め
に
は
、

豊
か
に
な
る
確
信
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
県
は
、
働

き
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
↓
企
業
の

収
益
ア
ッ
プ
↓
賃
金
ア
ッ
プ
と
い

う
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
の
好
循
環
を
生

み
出
し
た
い
と
考
え
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
起
点
と
し
て
、「
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
」
を
支
え
る
た
め
、
県
内

企
業
向
け
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
講
座

な
ど
を
提
供
し
て
い
る「
や
ま
な

し
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
」
で
実
施
す
る
講
座
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
と
連
携
し
、
若

年
世
帯
・
子
育
て
世
帯
を
中
心
に
、

住
宅
取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
な

ど
へ
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
の
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
開
業
を
見
据
え
、
単
な
る

家
の
大
き
さ
や
性
能
に
と
ど
ま
ら

ず
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
視
点
も
含

め
、
子
育
て
世
代
に
ゆ
と
り
あ
る

高
品
質
な
住
環
境
が
提
供
さ
れ
る

よ
う
、
調
査
検
討
を
進
め
ま
す
。

富士登山の
安全対策への取り組み

PLAN  4

　

令
和
7
年
度
か
ら
、
富
士
山
保

全
協
力
金
を
廃
止
す
る
一
方
で
、

通
行
料
を
4
千
円
に
引
き
上
げ
、

下
山
道
へ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
や

七
合
目
救
護
所
の
開
設
期
間
延
長

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ト
の
閉
鎖
時
間
を

2
時
間
前
倒
し
、
い
わ
ゆ
る
弾
丸

登
山
を
目
的
と
す
る
駆
け
込
み
登

山
を
抑
止
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
軽

装
登
山
を
防
ぐ
た
め
、
通
行
予
約

シ
ス
テ
ム
へ
の
装
備
の
確
認
と
遵

守
事
項
を
誓
約
さ
せ
る
機
能
の
追

加
や
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
指

導
権
限
の
強
化
に
よ
る
登
山
指
導

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

水素社会の実現へ
世界基準で施策推進

PLAN 5

「
水
素
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
そ

の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
て

い
ま
す
か
?

　

よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

県
は
さ
ま
ざ
ま
な
水
素
関
連
施
策

の
大
局
的
な
方
針
と
し
て「
水
素

社
会
実
現
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る「
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
農
業
」は
、

具
体
的
な
実
証
ス
テ
ー
ジ
に
移
行

し
ま
す
。
現
在
、
重
油
を
使
っ
て

い
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
加
温
機
は
、

グ
リ
ー
ン
水
素
*を
活
用
で
き
れ

ば
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
く
な

り
ま
す
。
環
境
に
優
し
い
農
業
の

実
現
に
向
け
て
、
県
果
樹
試
験
場

で
グ
リ
ー
ン
水
素
加
温
機
の
実
証

試
験
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
水
素
社
会
の
イ
メ
ー
ジ

を
国
際
的
な
議
論
に
つ
な
げ
、「
世

界
基
準
」
で
施
策
を
進
め
ま
す
。

富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ

ム
の「
グ
リ
ー
ン
水
素
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
開

催
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
関
係

者
や
イ
ン
ド
な
ど
の
在
日
大
使
、

水
素
関
連
企
業
が
参
加
予
定
。
議

論
の
深
ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

*
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
製
造
過

程
で
Ｃ
Ｏ
2
を
一
切
出
さ
ず
に
造
ら
れ
た
水

素
の
こ
と
。
究
極
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
当
初
予
算
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富士トラム
広がる交通網再編への期待

PLAN 1

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
の
効

果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
富

士
ト
ラ
ム
を
活
用
し
て
新
た
な
交

通
網
を
構
築
し
、
利
便
性
の
向
上
、

利
用
者
数
の
増
加
、
リ
ニ
ア
停
車

本
数
の
増
加
の
好
循
環
を
生
み
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

富
士
ト
ラ
ム
を
県
内
各
地
へ
延

伸
す
る
こ
と
に
よ
る
県
全
体
の
2

次
交
通
網
の
抜
本
的
高
度
化
に
向

け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
全
体
の
公
共
交
通
網
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
市
町
村
や
交
通
事
業

者
も
交
え
た
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

　

事
業
全
体
の
採
算
性
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
富
士
ト
ラ
ム
の

運
営
に
必
要
な
施
設
・
体
制
な
ど

幅
広
く
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
開
業
に
よ
る
新

た
な
航
空
需
要
を
見
据
え
、
県
内

へ
の
空
港
整
備
の
可
能
性
と
課
題

に
つ
い
て
も
追
加
調
査
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

富
士
ト
ラ
ム
と

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編

新
た
な
挑
戦
へ
の
支
援

開
の
国
づ
く
り

　また、国内に加え世界とのつなが
りが深まれば、山梨にはさまざまな
チャンスが生まれます。その機会を
最大限に生かしてもらおうと、県は
「あらゆる挑戦とその実現」を支援し
ます。支援する範囲はビジネスにと
どまらず、防災や食などさまざまな
シーンにわたります。そして、その
土台を支える未来の人材を育てる環
境づくり「少人数教育の実現」に向
けた手厚い施策は、巻頭特集で紹介
した通りです。

　あらゆる可能性を社会に取り込む
「開の国」の理念の下で、ヒト、モノ、
コトの移動と流通は欠かすことがで
きない「基礎代謝」です。交通イン
フラ強化を担う新機軸として、富士
トラムなどを活用した県内交通網の
抜本的な再編を目指します。

広
が
る
交
通
網

再
編
へ
の
期
待

令
和
7
年
度
当
初
予
算

新たな挑戦への支援で
地域課題の解決を図る

PLAN  2

　

行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
新
し
い

法
人
を
設
立
し
ま
す
。
行
政
だ
け

で
は
解
決
が
困
難
な
課
題
に
つ
い

て
、
民
間
と
の
共
創
に
よ
り
解
決

す
る
基
盤
を
構
築
し
ま
す
。

　

多
様
な
人
材
が
集
ま
り
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
次
々
と
生
ま
れ
る
施

設
。
そ
ん
な
わ
く
わ
く
す
る
場
を

目
指
し
て
、
11
月
に
は
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ（
新
興
企
業
）
の
成
長
段

階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
実
現
す
る「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
若
手
料
理
人
に
は
、
ぜ
ひ
山

梨
で
腕
を
磨
い
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
、
県
内
の
有
名
店
で

修
行
し
な
が
ら
県
内
生
産
者
と
の

関
係
づ
く
り
を
図
る
仕
組
み
を
導

入
し
ま
す
。

組織再編で
POINT

高度政策推進局
　地域や社会が抱える課題を積極
的に見つけ出し、行政の知見や経験
値に加え豊かな想像力で行動力へと
転じさせ、新しい施策を切り拓いて
いくため、知事政策局を再編・強化。
若手職員も大胆に抜てきします。

総合県民支援局
　皆さんの生活目線に寄り添った支
援を総合的に実現するため、県民生
活部、多様性社会・人材活躍推進局、
子育て支援局を再編・強化して設置
します。

新価値・
地域創造推進局

　富士トラム、ヤマナシブランド、富
士五湖自然首都圏構想など、文化・
経済両面から、地域の魅力を高める
重要プロジェクトを俯

ふ

瞰
かん

的・戦略的
に推進するために再編します。

主な組織再編は次の通りです。

県民生活目線に
寄り添う

11 10vol.84ふれあい 2025  SPRING

富士トラム
広がる交通網再編への期待

PLAN 1

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
の
効

果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
富

士
ト
ラ
ム
を
活
用
し
て
新
た
な
交

通
網
を
構
築
し
、
利
便
性
の
向
上
、

利
用
者
数
の
増
加
、
リ
ニ
ア
停
車

本
数
の
増
加
の
好
循
環
を
生
み
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

富
士
ト
ラ
ム
を
県
内
各
地
へ
延

伸
す
る
こ
と
に
よ
る
県
全
体
の
2

次
交
通
網
の
抜
本
的
高
度
化
に
向

け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
全
体
の
公
共
交
通
網
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
市
町
村
や
交
通
事
業

者
も
交
え
た
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

　

事
業
全
体
の
採
算
性
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
富
士
ト
ラ
ム
の

運
営
に
必
要
な
施
設
・
体
制
な
ど

幅
広
く
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
開
業
に
よ
る
新

た
な
航
空
需
要
を
見
据
え
、
県
内

へ
の
空
港
整
備
の
可
能
性
と
課
題

に
つ
い
て
も
追
加
調
査
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

富
士
ト
ラ
ム
と

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編

新
た
な
挑
戦
へ
の
支
援

開
の
国
づ
く
り

　また、国内に加え世界とのつなが
りが深まれば、山梨にはさまざまな
チャンスが生まれます。その機会を
最大限に生かしてもらおうと、県は
「あらゆる挑戦とその実現」を支援し
ます。支援する範囲はビジネスにと
どまらず、防災や食などさまざまな
シーンにわたります。そして、その
土台を支える未来の人材を育てる環
境づくり「少人数教育の実現」に向
けた手厚い施策は、巻頭特集で紹介
した通りです。

　あらゆる可能性を社会に取り込む
「開の国」の理念の下で、ヒト、モノ、
コトの移動と流通は欠かすことがで
きない「基礎代謝」です。交通イン
フラ強化を担う新機軸として、富士
トラムなどを活用した県内交通網の
抜本的な再編を目指します。

広
が
る
交
通
網

再
編
へ
の
期
待

令
和
7
年
度
当
初
予
算

新たな挑戦への支援で
地域課題の解決を図る

PLAN  2

　

行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
新
し
い

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
新
し
い

法
人
を
設
立
し
ま
す
。
行
政
だ
け

法
人
を
設
立
し
ま
す
。
行
政
だ
け

で
は
解
決
が
困
難
な
課
題
に
つ
い

で
は
解
決
が
困
難
な
課
題
に
つ
い

て
、
民
間
と
の
共
創
に
よ
り
解
決

て
、
民
間
と
の
共
創
に
よ
り
解
決

す
る
基
盤
を
構
築
し
ま
す
。

す
る
基
盤
を
構
築
し
ま
す
。

　

多
様
な
人
材
が
集
ま
り
イ
ノ
ベ

　

多
様
な
人
材
が
集
ま
り
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
次
々
と
生
ま
れ
る
施

ー
シ
ョ
ン
が
次
々
と
生
ま
れ
る
施

設
。
そ
ん
な
わ
く
わ
く
す
る
場
を

設
。
そ
ん
な
わ
く
わ
く
す
る
場
を

目
指
し
て
、

目
指
し
て
、
11
月
に
は
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ（
新
興
企
業
）
の
成
長
段

ア
ッ
プ（
新
興
企
業
）
の
成
長
段

階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
実
現
す
る「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
実
現
す
る「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
若
手
料
理
人
に
は
、
ぜ
ひ
山

梨
で
腕
を
磨
い
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
、
県
内
の
有
名
店
で

修
行
し
な
が
ら
県
内
生
産
者
と
の

関
係
づ
く
り
を
図
る
仕
組
み
を
導

入
し
ま
す
。

組織再編で
POINT

高度政策推進局
　地域や社会が抱える課題を積極
的に見つけ出し、行政の知見や経験
値に加え豊かな想像力で行動力へと
転じさせ、新しい施策を切り拓いて
いくため、知事政策局を再編・強化。
若手職員も大胆に抜てきします。

総合県民支援局
　皆さんの生活目線に寄り添った支
援を総合的に実現するため、県民生
活部、多様性社会・人材活躍推進局、
子育て支援局を再編・強化して設置
します。

新価値・
地域創造推進局

　富士トラム、ヤマナシブランド、富
士五湖自然首都圏構想など、文化・
経済両面から、地域の魅力を高める
重要プロジェクトを俯

ふ

瞰
かん

的・戦略的
に推進するために再編します。

主な組織再編は次の通りです。

県民生活目線に
寄り添う

ん
。
若
手
料
理
人
に
は
、
ぜ
ひ
山

梨
で
腕
を
磨
い
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
を
活
用
し
、
県
内
の
有
名
店
で

修
行
し
な
が
ら
県
内
生
産
者
と
の

関
係
づ
く
り
を
図
る
仕
組
み
を
導

入
し
ま
す
。
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スマホ世代よ、
 地域をアップデートせよ！

地域内発型
DX始動

スマートフォンでSNS＊を楽しんだり、ネットショッピングをしたり――。
私たちの生活の中で、デジタル技術は当たり前のように使われています。
でも「DX（デジタルトランスフォーメーション）」という言葉を聞くと、

「なんだか難しそう」「自分の生活には関係ない」と
感じる方も多いのではないでしょうか？

＊文章や写真、動画などをネットワーク上に
投稿して多くの人と交流するサービス。
Social Networking Serviceの略。

＊
写
真
や
動
画
の
投
稿
を
メ
イ
ン
と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

一緒に働く小河紀彦さん（右）と
息子の航太さん

「プロモーション動画の効果を期待しています」と
ショールームで語るテンジン代表の小林新司さん

　

山
梨
県
が
目
指
す
の
は「
地
域
内
発

型
D
X
」。
県
内
で
育
て
た
D
X
人
材

が
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
全
て
の
県

民
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を〝
普
段
使
い
〞

で
き
る
社
会
づ
く
り
で
す
。
外
部
の
優

れ
た
技
術
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
県
内

で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
人

材
を
育
て
、
さ
ら
に
次
世
代
へ
も
つ
な

い
で
い
く
こ
と
で
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

D
X
を
普
段
使
い
に

　

山
梨
県
が
D
X
を
推
進
す
る
背
景
に

は
深
刻
な
人
口
減
少
問
題
が
あ
り
ま
す
。

「
今
は
困
っ
て
い
な
い
か
ら
」
と
対
策
を

先
送
り
に
す
る
と
、
5
年
後
、
10
年
後

に
は
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。
そ

こ
で
県
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
業
務
効
率
を
高
め
、
限
ら
れ
た
人
員

で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。　

　

県
は
中
小
企
業
の
D
X
支
援
に
加
え
、

人
口
減
少
に
も

　

昭
和
町
の
理
容
室「
ヘ
ア
ー
ハ
ウ
ス

オ
ガ
ワ
」
は
、
あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け

に
来
客
数
が
2
倍
以
上
に
伸
び
ま
し
た
。

成
功
の
秘
訣
は
県
の「
D
X
リ
テ
ラ
シ

ー
向
上
事
業
」
を
活
用
し
た
こ
と
。
ま

ず
、
G
o
o
g
l
e
の「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
」
と
い
う
機
能
を
使
い
、

G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
に
登
録
さ
れ
て

い
る
店
舗
の
情
報
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
で
24
時
間
予
約
が
可
能
に

な
り
、
特
に
若
い
世
代
の
新
規
客
が
増

加
し
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
担
当
者
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
I
n
s
t
a
g
r
a
m
＊

も
充
実
。「
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
予
約
状
況

を
確
認
で
き
る
し
、
順
調
に
来
客
数
が

増
え
て
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
小
河
航

太
さ
ん
。

　

父
・
紀
彦
さ
ん
の
店
舗
の
一
部
を
自

分
の
仕
事
場
に
し
て
い
て
、
D
X
導
入

か
ら
半
年
で
売
り
上
げ
が
2
・
7
倍
に

増
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
予
約
管
理

の
手
間
が
省
け
る
な
ど
効
率
的
な
経
営

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
D
X
人
材
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
大
学
生
向
け
の「
D
X
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
」
を
実
施
。
9
日
間
の
集
中

研
修
を
通
じ
て
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
や

S
N
S
活
用
、
動
画
制
作
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
に
は
約
30
人
の
D
X
リ

ー
ダ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
修
了
生
に

は
県
か
ら
認
定
証
が
発
行
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
就
職
活
動
で
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
習
得
し
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
企

業
支
援
に
携
わ
る
こ
と
で
実
践
的
な
経

験
を
積
み
な
が
ら
、
成
果
に
対
す
る
報

酬
も
得
ら
れ
る
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

D
X
リ
ー
ダ
ー
は
、
中
高
生
の
指
導

役
も
担
い
ま
す
。
県
は
、
D
X
を
学
ん

だ
人
材
が
次
の
担
い
手
を
育
て
、
成
長

し
た
人
材
が
ま
た
次
世
代
を
育
成
す
る
、

こ
う
し
た
人
材
育
成
が
継
続
し
て
い
く

「
D
X
人
材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
吉
田
市
の
老
舗
織
物
メ
ー
カ
ー

「
テ
ン
ジ
ン
」
で
は
、「
日
本
の
伝
統
技

術
を
世
界
に
発
信
し
た
い
」
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
こ
の
思
い
を
実
現
す
る
た

め
、
育
成
し
た
D
X
リ
ー
ダ
ー
が
同
社

と
協
働
。「
ハ
タ
オ
リ
の
街
」
に
出
動
し

た
大
学
生
3
人
は
、
イ
ベ
ン
ト
出
展
用

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
や
営
業
用
の

チ
ラ
シ
を
制
作
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

テ
ン
ジ
ン
代
表
の
小
林
新
司
さ
ん
は

「
昔
な
が
ら
の
織
機
で
製
造
し
た
リ
ネ

ン
の
良
さ
が
伝
わ
っ
た
ら
嬉
し
い
で

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
で
も
、
自
分
に
は
ま
だ
早
い
か
も
…
」

そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
方
も
心
配
は

い
り
ま
せ
ん
。

25
年
3
月
か
ら
は
、
D
X
リ
ー
ダ
ー

が
中
小
企
業
向
け
の
Ｄ
Ｘ
支
援
を
行
う

「
デ
ジ
サ
ポ
！
や
ま
な
し
」
が
ス
タ
ー
ト
。

W
e
b
サ
イ
ト
の
作
成
や
S
N
S
の
活

用
な
ど
、
D
X
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と
し

た
相
談
か
ら
支
援
ま
で
対
応
し
て
く
れ

ま
す
。

「
ま
ず
は
使
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気

持
ち
が
、
D
X
の
第
一
歩
で
す
。

山
梨
県
は
皆
さ
ん
の
D
X
を
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

新
た
な
一
歩
を
!

DXの取り組みについて
詳しくはこちらから

［特集3］

DDDD
中学・高校でデジタル技術を学んだ生徒が
大学等でさらに磨きをかけながら、

中高生へのDX指導・育成を行うサイクル

地域内でDX人材の
安定的な育成・輩出が図られる

中高生

DX人材の育成サイクル

育成された大学生が、商工・経済団体などと協力して、
中小企業のデジタル課題の解決を行う

生成AI を活用したクラウドソーシング型のDX推進システム

県内中小零細企業のDXを実現する

DX推進支援プラットフォーム

大学生

AI を活用し、
相談に応じた

最適な仕様書を作成

DX推進支援プラットフォーム
「デジサポ！やまなし」
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山
梨
県
は
、
米
倉
山
（
甲
府
市
）
の
大

規
模
太
陽
光
発
電
や
水
力
発
電
を
活
用
し

た
グ
リ
ー
ン
水
素
＊
の
製
造
で
、
国
内
を

リ
ー
ド
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
国
内
市
場
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

水
素
技
術
を
軸
に
世
界
へ
と
目
を
向
け
始

め
て
い
ま
す
。
目
指
す
の
は
、「
グ
リ
ー
ン

水
素
と
い
え
ば
山
梨
」
と
い
う
確
固
た
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
確
立
。
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
に
、

世
界
中
か
ら
ハ
イ
テ
ク
企
業
や
人
材
が
集

ま
る
一
大
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
水
素
は
、
国
際
的
に
も
議
論

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
新
し
い
分
野
で
す
。

何
を
も
っ
て
水
素
社
会
と
呼
ぶ
の
か
、
そ

の
定
義
や
基
準
な
ど
、
ル
ー
ル
づ
く
り
は

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

　

山
梨
県
は
、
こ
の
分
野
で
世
界
を
け
ん

引
す
る
存
在
と
な
る
べ
く
、
ま
ず
は
人
材

交
流
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
先
進
的
団
体
と

の
水
素
関
連
事
業
の
連
携
・
協
働
の
ほ
か
、

経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
ド
の
中
で

も
最
大
の
人
口
を
有
し
、
多
く
の
大
学
が

立
地
す
る
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州

と
の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
相
互
交
流
の

促
進
な
ど
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

着
実
に
広
げ
て
い
ま
す
。

　

人
材
交
流
・
育
成
で
も
水
素
が
起
点
と

な
り
ま
す
。
山
梨
県
は
、
世
界
中
か
ら
技

術
者
や
研
究
者
が
集
ま
り
、
学
び
、
育
つ

場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

山
梨
大
学
で
の
燃
料
電
池
技
術
の
研
究
、

米
倉
山
で
の
実
証
実
験
、
県
内
企
業
で
の

実
用
化
な
ど
、
本
県
は
水
素
を
学
ぶ
場
と

し
て
世
界
最
高
峰
の
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
育
っ
た
人
材
が
世
界
各
地
で

活
躍
す
る
こ
と
で
、
山
梨
基
準
の
技
術
や

考
え
方
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
│
│
。

そ
ん
な
未
来
図
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
素

を
製
造
す
る
パ
ワ
ー
・
ツ
ー
・
ガ
ス

（
P
2
G
）
シ
ス
テ
ム
は
、
2
0
1
8
年

５
月
か
ら
開
発
を
重
ね
て
き
た
実
績
が
あ

り
ま
す
。
21
年
6
月
に
は
こ
の
シ
ス
テ
ム

で
製
造
し
た
グ
リ
ー
ン
水
素
を
国
内
で
初

2
0
2
5
年
２
月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動

対
策
の
国
際
会
議
で
は
長
崎
知
事
が
本
県

の
水
素
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
発
表
し

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
水
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
議
論
が
本
格
化
し
ま
す
。

広
が
る
交
流
の
輪

　

自
然
豊
か
な
リ
ゾ
ー
ト
地
と
首
都
圏
機

能
を
融
合
さ
せ
た
地
域
の
実
現
に
向
け
て

活
動
す
る
「
富
士
五
湖
自
然
首
都
圏

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
本
部
・
山
梨
県
）
が
主

催
す
る
国
際
水
素
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
は
、

す
で
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
参
加
。
今

後
は
イ
ン
ド
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
多
く
の

国
々
と
の
連
携
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
は
技
術
交
流
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。
観
光
や
教
育
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
の
国
際
交
流
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
梨
の
持
つ
水
素
技

術
が
、
世
界
と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

め
て
供
給
開
始
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や

団
体
に
県
産
水
素
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
サ
ン
ト
リ
ー
白
州
工
場
で
は
国

内
最
大
の
P
2
G
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た

水
素
は
、
同
社
の
白
州
工
場
だ
け
で
な
く

県
内
外
へ
広
く
供
給
し
て
い
く
こ
と
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
水
素
発
生
装
置
の
中
核
機
器
を

製
造
す
る
カ
ナ
デ
ビ
ア
株
式
会
社
（
大
阪

府
大
阪
市
）
が
都
留
市
に
新
工
場
の
建
設

を
予
定
し
て
お
り
、
水
素
関
連
機
器
の
量

産
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
加
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
理
論
と
実
践
の
両
面
で
充

実
し
た
環
境
を
持
つ
こ
と
が
、
山
梨
県
が

世
界
の
水
素
技
術
の
中
心
地
を
目
指
す
上

で
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
梨
か
ら
始
ま
る
水
素
革
命
は
、
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
。
し
か
し
、
確
実
に
世

界
へ
の
扉
が
開
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
世
界
を
つ
な

ぐ
。
そ
の
大
き
な
一
歩
を
、
山
梨
県
は
踏

み
出
し
ま
し
た
。

世
界
で
始
ま
っ
た
グ
リ
ー
ン
水
素
の
議
論

「
世
界
基
準
」で
リ
ー
ド
す
る
山
梨
へ

未
来
を
担
う
人
材
育
成
の
拠
点
に

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
挑
戦

急激な気候変動が世界的な課題となる中、
クリーンエネルギーとして注目を集める水素。
山梨県は、その水素技術を通じて、
世界との新たな関係づくりを始めています。

水素を通じた
世界との
関係づくり

特 集
4

＊
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
製
造
過
程
で

C
O
²
を
一
切
出
さ
ず
に
造
ら
れ
た
水
素
の
こ
と
。

究
極
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

グリーン水素先進拠点となっている米倉山の施設

水素の製造や利活用に取り組むカリフォルニア州の
団体Renewables100と協力関係を合意

カリフォルニア州サンディエゴ市街

米倉山に設置されているP2Gシステム。
大工場に設置する大型のタイプと、そ
れほど大きくない工場に設置できる小
規模パッケージもある

米
倉
山
（
甲
府
市
）
の
大

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
確
立
。
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

［問い合わせ先］（企業立地）成長産業推進課　TEL 055-223-1565　FAX 055-223-1569
　　　　　　　（P2G）新エネルギーシステム推進課　TEL 055-234-5268　FAX 055-267-5318

［問い合わせ先］（自然首都圏）富士五湖自然首都圏グループ　TEL 055-223-1387　FAX 055-223-1320
　　　　　　　（国際交流）国際戦略グループ　TEL 055-223-1435　FAX 055-223-1320

ウッタル・プラデーシュ州の政府関係者と
意見交換をする長崎知事

ウッタル・プラデーシュ州との基本合意を
交わした長崎知事

ウッタル・プラデーシュ州にある史跡

立
地
す
る
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州

で
の
国
際
交
流
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
梨
の
持
つ
水
素
技

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
先
進
的
団
体
と

（
P

もっと知りたい
やまなし
in depth
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第
51
回
信
玄
公
祭
り
を
、４
月
４
日（
金
）〜
６
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
催
を
見
送
っ
て
以
来
、し
ば
ら
く
は
10
月
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
６
年
ぶ
り
に
武
田
信
玄
公
の
命
日
に
ち
な
ん
だ
４
月
の
開
催
で
す
。

今
回
、信
玄
公
役
を
演
じ
る
の
は
、元
宝
塚
歌
劇
団
月
組
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
で
、

現
在
女
優
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
紫
吹
淳
さ
ん
で
す
。前
回
に
続
き
、女
性
が
信
玄
公
を
演
じ
ま
す
。

宝
塚
の
華
や
か
な
夢
の
舞
台
を
男
役
と
し
て
支
え
て
き
た
紫
吹
さ
ん
は
、

戦
国
時
代
の
武
将
・
武
田
信
玄
公
を
ど
の
よ
う
に
演
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

紫
吹
さ
ん
に
、お
祭
り
に
か
け
る
思
い
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

［問い合わせ先］信玄公祭り実行委員会　TEL 055-231-2722 FAX 055-221-3040

―
―
信
玄
公
役
に
抜
擢
さ
れ
た
と
き
、

ど
ん
な
お
気
持
ち
で
し
た
か
。

　

宝
塚
を
卒
業
し
て
か
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
男
役
を
演
じ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
最
初
に
お

話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
て
っ
き
り
、
そ

う
い
っ
た
舞
台
上
の
一
つ
の
お
役
と
し
て

の
信
玄
公
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、

よ
く
よ
く
内
容
を
伺
う
と
、
１
９
７
０

年
に
始
ま
っ
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
心

待
ち
に
し
て
い
る
お
祭
り
で
の
信
玄
公

役
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
と
て

も
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

―
―
現
時
点
で「
信
玄
公
を
こ
ん
な
ふ

う
に
演
じ
た
い
」
な
ど
の
お
考
え
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
中
の
武
田
信
玄
公
像
は
、
体
も

大
き
く
て
力
強
い
、
ま
さ
に「
漢
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
女
性
の
私
が
演

じ
る
以
上
、
風
貌
は
ど
う
し
て
も
変
わ

っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
出
陣
じ
ゃ
」
の
一
言
に
魂
を
込
め

た
い
で
す
ね
。
宝
塚
出
身
の
名

に
か
け
て
、
低
く
、
野
太
く
、
大

き
な
声
で
、
み
な
さ
ん
を「
あ
っ
」

と
驚
か
せ
た
い
で
す
。

―
―
宝
塚
月
組
の
ト
ッ
プ
ス
タ

ー
（
男
役
）
が
演
じ
る
信
玄
公
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
は
多
い

し
ゃ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
何
度
も
遊
び
に

来
て
い
ま
す
。
私
、
山
梨
県
に
ご
縁
が

あ
る
と
感
じ
て
い
て
。
た
と
え
ば
、
山

梨
県
に
、
常
に
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
で

き
て
い
る
く
ら
い
人
気
の
お
宿
が
あ
る

の
で
す
が
、
急
に
思
い
立
っ
て
、「
明

日
空
い
て
い
な
い
か
な
？
」
と
思
っ
て

調
べ
て
み
る
と
、
偶
然
、
空
き
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
し
か
も
、
普
段
は
な
か
な

か
予
定
の
合
わ
な
い
芸
能
関
係
の
友
人

に
、「
明
日
、
山
梨
県
に
行
け
た
り
し

な
い
よ
ね
？
」
と
誘
っ
て
み
る
と
…
…

「
明
日
な
ら
空
い
て
る
よ
！
」
と
ト
ン
ト

ン
拍
子
に
こ
と
が
進
ん
だ
ん
で
す
。
そ

し
て
、
今
回
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
ん
だ
か
、
山
梨
に
呼
ば
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
ん
で
す
。
次

は
、
い
っ
た
い
何
が
起
き
る
の
で

し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ

ま
で
ず
っ
と
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
未
来
の
夫
に
、
山
梨
で
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
、
な

ん
て
。

―
―
（
笑
）。
最
後
に
、
お
祭
り
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
あ
れ
ば
。

　

私
は
、「
ラ
イ
ブ
感
」
の
あ
る
舞
台
で

演
じ
る
の
が
大
好
き
で
す
。
生
の
ラ
イ

ブ
は
、
演
者
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送
り
、

そ
れ
を
観
賞
し
て
い
る
お
客
様
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
送
り
返
し
て
く
れ
る
よ
う
な
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
し
か
も
、
今
回
は
お
祭
り
で
す
。

き
っ
と
最
高
の
ラ
イ
ブ
空
間
に
仕
上
が

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
山
梨
県
の
皆
さ

ん
と
、
心
か
ら
楽
し
め
る
時
間
を
つ
く

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
宝
塚
は

女
性
に
と
っ
て「
男
性
の
理
想
像
」
が

詰
ま
っ
た
世
界
で
す
。
フ
ァ
ン
の
方
か

ら「
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」「
ド
キ
ド
キ
し

た
」
と
い
っ
た
お
声
を
い
た
だ
く
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
私
が

演
じ
る
信
玄
公
は
…
…
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
、
い
い
香
り
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね（
笑
）。

　

ち
な
み
に
、
演
技
を
す
る
際
、
私
は

役
が
自
然
と
降
り
て
く
る「
イ
タ
コ
」

タ
イ
プ
な
ん
で
す
。
な
の
で
、
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

を

着
た
瞬
間
に
ど
う
な
る
の
か
、
自
分
で

も
予
想
で
き
な
い
部
分
が
あ
っ
て
。
そ

う
い
っ
た
部
分
も
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
。

―
―
紫
吹
さ
ん
は
し
ば

し
ば
山
梨
県
に
い
ら
っ

山本勘助役は、元宝塚歌劇団月組男役の優ひか
るさんに決まったことを伝えると「直接お会いし
たことはないのですけれど、きっと阿吽の呼吸
で、宝塚ワールドが広がりますね」と微笑む

甲州軍団出陣 ４月５日
（土）

出陣スケジュール

▼戦勝祈願式 ＠武田神
社　13:15～13:35

▼軍団集結 ＠舞鶴城公
園　15:15～

▼出陣式 ＠舞鶴城公園
　16:00～16:30

▼軍団出陣 16:30～18:4
0

▼帰陣式 ＠舞鶴城公園
　18:40～19:00

※ルートは信玄公祭り
公式サイトをご確認く

ださい。

４／5（土）

４／４（金） 神明の花火
 in 甲府城

場所：舞鶴城公園

４／6（日） 子ども武者行列
場所：舞鶴城公園周辺

かわいい子ども武者と
なぎなた隊

の勇壮な行列

甲州軍団出陣

勇壮で華麗な世界一
の武者行列

スーパー風林火山

パフォーマンスコンテ
スト

場所：舞鶴城公園

信玄公や甲州軍団が
題材のパフ

ォーマンスを競う全国
大会

「風・林・火・山」総踊
り

場所：城東通り

風林火山演舞団１００
０人による

圧巻の総踊り

第51回

しぶき・じゅん　宝塚音楽学校を卒業後、宝塚歌劇団花組に配属。数々の作
品で主役に抜擢され、2001年宝塚歌劇団月組のトップに。04年 3月宝塚
歌劇団を退団し、女優として活躍中。趣味は旅行・料理・ベリーダンス。

女優

紫吹 淳さん Shibuki Jun

第
51
回

『
漢お

と
こ

』を
演
じ
切
り
た
い
今
年
の
信
玄
公
役
は

紫
吹
淳
さ
ん

賑わい城下町
場所：舞鶴城公園・遊亀橋通り

さまざまな出店が軒を連ねる

～bistro 戦国の饗宴～
場所：パラカ甲府市中央第１駐車場

陣屋風飲食エリアで県産食材を
使用した絶品メニューを販売

信玄公祭り特別振舞い酒
場所：県庁別館前

伝統的酒造りユネスコ無形文化
遺産登録を記念した振舞い酒を
提供（無料） 11:00 ／14:00

信玄公を想う茶会
場所：甲府駅北口クリスタルアース前

※和菓子がなくなり次第終了

第５回山梨ベーコンフェスティバル
場所：アシストエンジニアリング
　　　よっちゃばれ広場

同時開催イベント
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グ
ー
グ
ル
よ
り
役
立
つ

と
う
の
意
味
）
と
言
わ
れ
る
と
私
も
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
か
ら
」

　

出
身
は
タ
イ
の
首
都
・
バ
ン
コ
ク
。日

本
の
ア
ニ
メ
が
大
好
き
で
、高
校
時
代
は

「
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
」の
魔
法
ス
テ
ッ
キ

や
ぬ
い
ぐ
る
み
を
買
う
ほ
ど
夢
中
に
な

っ
た
。「
い
つ
か
日
本
に
行
き
た
い
」。夢

を
か
な
え
た
の
は
34
歳
の
時
。「
人
混
み

だ
ら
け
の
バ
ン
コ
ク
の
よ
う
な
東
京
や

大
阪
で
は
な
く
、自
然
豊
か
な
山
梨
が
大

好
き
！
ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら
せ
ま
す
よ

う
に
と
武
田
神
社
に
お
祈
り
し
ま
し
た
」。

　

タ
イ
料
理
店
で
働
く
山
田
ノ
ラ
コ
ン

さ
ん（
45
）、
通
称「
の
の
ち
ゃ
ん
」
の

も
と
に
は
、
県
内
に
住
む
外
国
人
か
ら

た
く
さ
ん
の〝
？
〞が
集
ま
っ
て
く
る
。

ビ
ザ
の
申
請
方
法
は
？
こ
れ
何
て
書
い

て
あ
る
？
大
使
館
の
行
き
方
は
―
―

？
「
O
K
G
o
o
g
l
e
」な
ら
ぬ「
お

し
え
て
、の
の
ち
ゃ
ん
」だ
。

　

昨
年
末
も
職
場
の
タ
イ
人
女
性
か
ら

「
ど
こ
で
冬
服
を
買
え

ば
い
い
の
？
」と
聞
か

れ
た
。
女
性
は
日
本
人

と
結
婚
し
て
い
る
が
、

日
本
語
が
う
ま
く
話
せ

な
い
た
め
夫
と
は

G
o
o
g
l
e
翻
訳
で

会
話
し
て
い
る
。
そ
の
夜
、
仕
事
を
終

え
た
ノ
ラ
コ
ン
さ
ん
は
女
性
を
大
型
ス

ー
パ
ー
に
連
れ
て
行
っ
た
。
セ
ル
フ
レ

ジ
の
使
い
方
を
教
え
る
と
、
女
性
は
自

分
で
セ
ー
タ
ー
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
。

「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
た
い

と
思
う
。
ぜ
ん
ぜ
ん
大
変
じ
ゃ
な
い
よ
。

コ
ー
プ
ク
ン
カ
ー
（
タ
イ
語
で
あ
り
が

通
訳
と
し
て
胃
カ
メ
ラ
や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ

ン
に
も
立
ち
会
っ
た
。
１
年
半
後
、
医

師
か
ら「
が
ん
は
完
治
し
た
」
と
告
げ

ら
れ
る
と
、
女
性
は
診
察
室
で
ノ
ラ
コ

ン
さ
ん
の
手
を
握
り「
コ
ー
プ
ク
ン
カ

ー
！
」と
叫
ん
だ
。

　

そ
ん
な
ノ
ラ
コ
ン
さ
ん
の
姿
に
心
打

た
れ
た
人
が
い
る
。
山
梨
県
国
際
交
流

協
会
の
坂
上
敬
子
さ
ん
だ
。「
の
の
ち

ゃ
ん
が
し
て
き
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
県

が
設
置
す
る〝
山
梨
県
外
国
人
地
域
生

活
サ
ポ
ー
タ
ー
〞
の
活
動
内
容
と
同
じ

で
し
た
」

　

坂
上
さ
ん
の
推
薦
で
24
年
７
月
に
同

サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
が
決
ま
っ
た
。

「
報
告
を
聞
い
て
初
め
て
、
外
国
人
住

民
の
皆
さ
ん
は
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て

い
る
の
か
と
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
悩
み
を〝
見
え
る
化
〞し
て
県

と
共
有
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
か
い
支

援
に
つ
な
げ
た
い
」（
坂
上
さ
ん
）

　

自
身
の
F
a
c
e
b
o
o
k
「
W
e

l
o
v
e
Y
a
m
a
n
a
s
h
i
」
で

も
、
県
の
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
タ
イ
語
に
翻
訳
し
て
発
信
し
て
い
る
。

「
の
の
ち
ゃ
ん
は〝
光
〞
を
発
す
る
人
。

　

３
カ
月
の
語
学
留
学
を
２
年
に
延
長

し
、
２
０
１
６
年
に
知
り
合
い
の
紹
介

で
日
本
人
と
結
婚
し
た
。

20
年
、
ノ
ラ
コ
ン
さ
ん
に
と
っ
て
大

き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
友
人
の
70
代

タ
イ
人
女
性
が
、
が
ん
に
な
っ
た
の
だ
。

「
外
国
人
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
一

番
の
問
題
は
日
本
語
で
す
。
医
師
の
説

明
が
分
か
ら
な
い
か
ら
、
通
訳
し
て
ほ

し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
日
本
語

が
下
手
だ
け
ど
、
泣
い
て
い
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
そ
う
で
、
一
生
懸
命

や
り
ま
し
た
」

辞
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
医
療

用
語
を
勉
強
し
、
４
ペ
ー
ジ
の
問
診
票

と
検
査
説
明
書
を
３
日
間
か
け
て
翻
訳

し
た
。
月
１
回
の
通
院
に
付
き
添
い
、

み
ん
な
、
彼
女
の
明
る
い
人
柄
に
集
ま

っ
て
く
る
ん
で
す
」（
坂
上
さ
ん
）

　

誰
も
が
山
梨
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
ど
ん
な
相
談
に
も
元
気
な
声

で「
Ｏ
Ｋ
！
」
と
返
事
を
す
る
。
見
知

ら
ぬ
土
地
で
不
安
や
孤
独
を
抱
え
て
い

る
外
国
人
に
と
っ
て
、
彼
女
は
道
し
る

べ
の
よ
う
な
存
在
だ
。

　

坂
上
さ
ん
に
背
中
を
押
さ
れ
て
出
場

し
た
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は「
幸

せ
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
た
。
タ
イ
に
は

「
誰
か
が
笑
う
と
、
も
う
一
人
も
必
ず

笑
う
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
国

に
関
係
な
く
、
み
ん
な
が
助
け
合
っ
て

幸
せ
な
世
界
を
つ
く
り
た
い
。
思
い
を

込
め
て
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の

「
H
e
a
l
t
h
e
W
o
r
l
d
」
を

歌
う
と
、
会
場
中
が
笑
顔
に
な
っ
た
。

　

ノ
ラ
コ
ン
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

は
忙
し
い
。
で
も
、
彼
女
は「
マ
イ
ペ

ン
ラ
イ
！
（
タ
イ
語
で
大
丈
夫
の
意
味
）

色
々
な
国
の
人
と
交
流
で
き
る
こ
と
が

楽
し
い
か
ら
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し

て
く
れ
た
。

　

春
に
な
っ
た
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
の
仕

事
を
少
し
休
ん
で
、
大
阪
万
博
の

A
S
E
A
N
パ
ビ
リ
オ
ン
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
通
訳
と
し
て
参
加
す
る
予
定
だ
。

外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
奔
走
す
る

山
田
ノ
ラ
コ
ン

山
梨
県
に
は
、人
口
の
3
％
近
い
、

2
万
2
千
人
を
超
え
る
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、

言
葉
や
文
化
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
。

未
来
に
向
け
懸
命
に
生
き
る
県
民
を
紹
介
す
る

連
載
・
山
梨
懸
人
は
、

迷
え
る
外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
奔
走
す
る

タ
イ
か
ら
や
っ
て
来
た
女
性
の
ス
ト
ー
リ
ー
。

　山梨県は、県内に住む外国人に対して、日
常生活に関する相談対応や情報提供を行って
いる。「山梨県外国人地域生活サポーター」を
委嘱された人たちが、身近な悩み相談に加え、
「やまなし外国人相談支援センター」などの公
的な支援につなげることで、手厚くサポート
する。サポーターは実績報告書を提出すると、
活動費として月額５千円が支給されるが、事
実上のボランティアだ。

﹇
連
載
﹈

未
来
を

懸
命
に
志
す

県
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

幸
せ
の
輪
を
広
げ
る

サポーターの委嘱状を手にするノラコンさんと坂上敬子さん（右）

山梨県国際交流
協会の冊子。ノ
ラコンさんが出
場したスピーチ
コンテストも紹
介されていた

「皆さんの役に立てるのが嬉しい」とノラコンさん

ノラコンさんが普段の活動を
まとめた分厚いファイル

外
国
人
が

笑
顔
で
暮
ら
せ
る

山
梨
に

タイ・バンコク生まれ

タイの大学を卒業。その後、
グラフィックデザイナー
として働く

来日。2016年に
日本人と結婚

「山梨県外国人地域生活サポーター」
として県内に暮らす外国人を支援
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マッキー

まいた

エ
シ
カ
ル
消
費
っ
て

何
で
す
か
?

エ
シ
カ
ル
消
費
は
、

環
境
や
社
会
的
課
題
、

動
物
福
祉
に
配
慮
し
た

消
費
の
こ
と
で
す
。

エ
シ
カ
ル
は
倫
理
的
と
い
う

意
味
に
な
り
ま
す
。

　

消
費
者
庁
の
消
費
生
活
意
識
調

査
に
よ
る
と
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の

認
知
度
は
年
々
上
が
り
、
令
和
5

年
度
に
は
29.
3
%
に
達
し
ま
し
た
。

県
は
関
心
の
高
ま
り
に
応
え
る
農

畜
産
物
等
の
生
産
を
後
押
し
し
て

い
ま
す
。
生
産
者
の
エ
シ
カ
ル
な

取
り
組
み
は
高
い
付
加
価
値
を
生

み
、
所
得
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

他
産
地
と
の
競
争
力
も
高
め
ま
す
。

ひ
い
て
は
「
持
続
可
能
な
農
業
」

に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

甲府のぴこ

今年も初日の出を
母と愛犬と一緒に
拝みました。

母と拝んだ
初日の出

西ちゃん

南アルプス市にあるハッピーパーク内
の田舎カフェOrchardではお店の釜で
美味しいピザを焼いています。

釜で焼きたて

20周年を迎えた甲州市
勝沼町のハーブ庭園。
ガーデンイルミネーショ
ンでまた違った趣に。

幻想的なムード

 F U
R E

A I

SQUARE
ふれあい
スクエア

こばたか

鳴沢村の足和田
山で、半分雪が
かかった富士山
に出会えました。

半分、白い

富士吉田市下吉田にある「四川龍都」。一度食べたら忘れら
れない担々麺です。

〆のご飯も嬉しい ゆん

笛吹市御坂町で300年
以上続く「石尊祭」と
いうお祭りです。「御垢
離（おこりとり）」という、
ふんどし姿の男性が、
五穀豊穣や無病息災な
どを祈願し、水を掛け
合います。

伝統のお祭り

P H O T O S P A C E

あなたが撮った写真を
「ふれあい」に掲載しませんか？ 
皆さんのとっておきの1枚、
お待ちしています！

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
県
政
に
関
す
る

疑
問
・
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
の
質
問
は
、こ
ち
ら
で
す
。

自由に歩き回る放
し飼いの鶏たち

お
答
え
し
ま
す

今村 有希
 販売・輸出支援課 主任

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

［問い合わせ先］販売・輸出支援課　TEL 055-223-1602　FAX 055-223-1599おいしい未来へ　やまなしイラスト：宮野耕治

広大な牧草地でのんびり過ごす牛たち

「
お
い
し
い
未
来
へ
や
ま
な
し
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
農

業
者
や
農
業
法
人
な
ど
の
E
C
サ
イ
ト
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
販
売
さ
れ
て
い
る
農
畜
水
産
物
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
、
各
リ
ン
ク
先
へ
お
願
い
し
ま
す
。

エ
シ
カ
ル
な
農
畜
産
物
等
は

ど
こ
で
手
に
入
り
ま
す
か
？

Q
Q & A
S P A C E

Q
な
ぜ
県
は
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

Q
消
費
拡
充
に
向
け
て

ど
ん
な
施
策
を

進
め
て
い
ま
す
か
。

Q

ECサイトの
一覧はこちら

こちらから
どうぞ！

やまなしの魅力は
もっともっとあるはず！
「ふれあいスクエア」では、県民の皆
さんからの写真を募集しています。
わが街の自慢のスポット、不思議と心
躍る場所、移ろう季節を切り取った一
枚……などなど、撮影したときのエピ
ソードを添えて、ぜひ教えてください。
また、県の取り組みについてのご質問
もお待ちしています。

友だち登録すると
写真を投稿できます。

山梨県公式
LINEアカウント
友だち登録すると
写真を投稿できます。

山梨県公式
LINEアカウント

きめ細かな指導で
教育の質向上を

2025年度から小学校の25人学級対象学年
が拡大することが決まり、韮崎市立甘利小
学校 (中村博文校長 )を訪問しました。まだ
対象になっていない5、6年生の教室は、児
童の身体が大きいこともあって少し窮屈そ
うでした。1年生の授業では、教室中から活
発な発言が上がっていたのが印象的でした。

表紙のがっこう。

「
や
ま
な
し
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
農
産

物
等
認
証
制
度
」「
や
ま
な
し
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
（
A
W
）
認
証
制
度
」
の
ほ
か
、「
や
ま
な

し
ジ
ビ
エ
」
や
有
機
農
業
、
農
福
連
携
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
と
は
、
土
壌
中
の
炭
素
量
を
1
年
あ
た
り

0.
4
%
増
や
し
て
い
く
活
動
で
す
。
例
え
ば
果

樹
の
剪
定
枝
を
炭
化
し
、
畑
に
散
布
す
る
農
法
で

す
。
県
が
認
証
し
た
農
産
物
は
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
下

の
写
真
）
を
つ
け
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
A
W

は
家
畜
の
快
適
性
に
配
慮
し
た
飼
育
方
法
で
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
え
る
認
証
を
取
得
し
た
生
産
農

家
は
10
農
場
あ
り
ま
す
。

ふれあい
スクエア
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Y
A

M
A

N
A

S
H

I
P

O
L

IC
Y

 N
E

W
S

や
ま
な
し
県
政
ニ
ュ
ー
ス

“
い
ま
”を
お
届
け
す
る

子
育
て
や
介
護

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
課
題

知
事
が
関
係
者
と
対
話

崎幸太郎知事が県民と直接対話する「知事と語
る やまなしづくり」が2月7日、甲府・防災新

館で開かれました。子育てと介護を同時に行うダブル
ケアの経験者や支援団体の関係者を招き、これらの両
立を図る上での負担や課題をテーマに意見交換しまし
た。
　ダブルケア経験者からは「一番しんどいのは、周囲
に相談できる人がいないこと」「周囲に誰もいなくて
も気軽に相談できる専門窓口があると良い」といった
声がありました。また、「子育てや介護などの専門職
にとどまらず、たくさんの方がケアラーに寄り添って
くれる社会であって欲しい」と社会全体に理解が広が
ることを期待する意見もありました。
　支援団体の関係者からは「支援情報を一元的に得ら
れる窓口があると良い」「高齢者の中には、介護サー
ビスを受けることを嫌がるケースも多い。ケアを受け
る方の意識を変えていくことも必要」といった意見も
ありました。
　長崎知事は「ケアラーの状況は千差万別だと思うが、
それぞれの状況に寄り添った支援ができるようにして
いきたい」と述べました。

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。
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は1月19日、県内のパティシエらを対象に、
県産果実を活用したスイーツの技術力向上や素

材に対する理解を深めるスキルアップ講習会を開催し
ました。
　会場は、県立博物館（笛吹市）内の Museum café 
Sweets lab 葡萄屋 kofu。この日は、富士川町特産の
ユズをメイン食材にしたスイーツの技術講習が行われ
ました。講師を務めた銀座ウエスト青山ガーデンのシ
ェフ金子博文さんと、料理・菓子ジャーナリストの並
木麻輝子さんが、「ユズのアシェット」のレシピや製
菓技術について説明したほか、デモンストレーション
を実施しました。
　金子シェフは「スイーツには作り手の想いが反映さ
れるもの。素材の扱い方の違いにより生まれてくる変
化をよく考えることで、アレンジが増えていく」と受
講生にアドバイスしました。
　受講者からは「ユズの扱い方に対する苦手意識を払
拭できた」「素材の理解を深める講義やデモ形式など
多方面から学べる講習会の構成に満足した」といった
声が上がりました。講習で得たスキルをそれぞれのス
イーツ作りに生かしてもらえそうです。
　県は、こうした取り組みを通じて県産果実を活用し
た付加価値の高い上質なスイーツを提供し、本県がス
イーツ王国として県内外に認知されることを目指して
いきます。
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県長は2月7日、水素発生装置を手がけるカナデビ
ア株式会社（大阪府大阪市）と都留市の三者で

地域経済の活性化や水素社会の実現に向けた立地協定
を締結しました。
　2028年度末の完成に向けカナデビアの新工場が都
留市に建設されることを受けて、県と市は立地に向け
た手続きや従業員の確保などに協力すること、一方で
カナデビアは地域で従業員の採用を増やし、工場の建
設や操業開始後の事業に地元企業を活用することなど
を協定で定めています。水素発生装置の量産工場の新
設によって、幅広い分野への経済波及効果が見込まれ
ます。水素に関する充実した研究環境が整った本県に、
量産という新たなピースが加わることで、実証から実
装への移行が加速することも期待されます。

県

18歳から
大人です！
契約は慎重に
18歳はもう大人、自分で契約ができます。悪質業者は、
契約に不慣れな、成人になりたての若者を狙っています。
勧められるままに契約をしてしまったら、高額のローンを
抱えることになってしまうこともあります。トラブルに遭
わないために、契約は慎重に。

● 契約をする前に、必要な契約かどうかを
 よく考えましょう。

● 借金をしてまで契約はしないようにしましょう。
● 契約を迫られても、きっぱり断る勇気が大切です。

困ったら下記にご相談ください。

山梨県県民生活センター

055-235-8455☎︎
消費者ホットライン　

（いやや）※全国共通188☎︎
（最寄りの市町村や県の消費生活相談窓口をご案内します）

協定書を手にする左から長崎知事、
桑原取締役社長、堀内都留市長

長崎知事と参加者がケアラーの課題を語り合った＝防災新館で

講習会で紹介された
ユズのアシェット
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県民生活センターでは、ホームペー
ジなどで消費者トラブルを未然に防
ぐための情報を発信しています。



ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

FUREAI is also available in 
English and Chinese.

FUREAI 还有英文和中文版。

ふれあいは
英語と中国語でも
読めます。

アンケートに
答えて応募しよう！
次の❶～❺とアンケートにご回答ください。
応募は「はがき」または「応募フォーム」でお願いします。
❶郵便番号 ❷住所 ❸氏名 ❹年齢 ❺電話番号

アンケート
問１：今号の中で最も関心を持った内容とその理由は？
問2：今まで出会ったステキな学校の先生との

エピソードを教えてください！
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。

※応募は1人1回限り。

抽選で

3名
読者プレゼント

山梨県広聴広報グループ
「ふれあい読者プレゼント」係
〒400-8501 甲府市丸の内 1-6-1

「おいしい未来へ やまなし」については、
県ホームページをご覧ください。

応募先

4 30月 日 当日消印有効（水）締め切り
商品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。
個人情報は商品の発送のほか、県からのお知らせなどのために、
使用させていただくことがあります。

おいしい未来へ　やまなし 検 索

応募フォームはこちら
https://forms.office.com/r/XF54j8njjM

県 政 情 報 発 信 中

ハイクオリティ
やまなし

やまなし
in depth

ゆる☆ツナ
やまなし

山梨県が
良すぎる

山梨県
公式LINE

商品提供：甲州地どり市場

甲州地どり
LANDTUNA
ランドツナ
２缶セット

ふ
れ
あ
い
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